
年間授業計画　様式

高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 1 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

話・聞 書 読

○ ○ 1

【知識・技能】
　実社会において理解したり表現したりする
ために必要な語句の量を増すとともに、語句
や語彙の構造や特色、用法及び表記の仕方な
どを理解し、話や文章の中で使うことを通し
て、語感を磨き語彙を豊かにしている。
（（１）エ）

【思考・判断・表現】
　「話すこと・聞くこと」において、論理の
展開を予想しながら聞き、話の内容や構成、
論理の展開、表現の仕方を評価するととも
に、聞き取った情報を整理して自分の考えを
広げたり深めたりしている。（Ａ（１）エ）

【主体的に学習に取り組む態度】
　語句や語彙の構造や特色についての認識を
深め、それらを話し合いの中で実践するとと
もに、自分や相手の話の論理の展開や表現の
仕方を評価することを通して、自らの学習を
振り返りつつ調整している。

○ ○ ○ 13

定期考査

○ ○ 1

２
学
期

Ｂ　話して伝える
【知識及び技能】
　実社会において理解したり表現し
たりするために必要な語句の量を増
すとともに、語句や語彙の構造や特
色、用法及び表記の仕方などを理解
し、話や文章の中で使うことを通し
て、語感を磨き語彙を豊かにするこ
とができる。（（１）エ）

【思考力、判断力、表現力等】
　論理の展開を予想しながら聞き、
話の内容や構成、論理の展開、表現
の仕方を評価するとともに、聞き
取った情報を整理して自分の考えを
広げたり深めたりすることができ
る。（Ａ（１）エ）

【学びに向かう力、人間性等】
　言葉がもつ価値への認識を深める
とともに、生涯にわたって読書に親
しみ自己を向上させ、我が国の言語
文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろう
とする。

・指導事項
教科書「合意形成のための話し合い
を行う」の内容理解
話し合いの基本的なルールの理解
話し合いの前に準備すべきことの理
解
学習内容を踏まえた話し合い

・教材
教科書
ワークシート
一人１台端末

・一人１台端末の具体的な活用場面
調べ学習での利用
授業内課題の提出

○

○ ○ ○ 12

定期考査

思 態
配当
時数

１
学
期

Ａ　書いて伝える（１）
【知識及び技能】
　言葉には、認識や思考を支える働
きがあることを理解することができ
る。（（１）ア）
　
【思考力、判断力、表現力等】
　目的や意図に応じて、実社会の中
から適切な題材を決め、集めた情報
の妥当性や信頼性を吟味して、伝え
たいことを明確にすることができ
る。（Ｂ（１）ア）

【学びに向かう力、人間性等】
　言葉がもつ価値への認識を深める
とともに、生涯にわたって読書に親
しみ自己を向上させ、我が国の言語
文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろう
とする。

・指導事項
教科書「書き方の基礎レッスン」の
内容理解
表記・表現の基本ルールの理解
接続表現の理解
表現の工夫についての学習
学習内容を踏まえた文章作成

・教材
教科書
ワークシート
一人１台端末

・一人１台端末の具体的な活用場面

調べ学習での利用
授業内課題の提出

○

【知識・技能】
　言葉には、認識や思考を支える働きがある
ことを理解している。（（１）ア）

【思考・判断・表現】
　「書くこと」において、目的や意図に応じ
て、実社会の中から適切な題材を決め、集め
た情報の妥当性や信頼性を吟味して、伝えた
いことを明確にしている。（Ｂ（１）ア）

【主体的に学習に取り組む態度】
　言葉の働きについての認識を深めるととも
に、自身が伝えたいことの根拠となる情報の
収集やその吟味を通して、自らの学習を振り
返りつつ調整している。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容
領域

評価規準 知

現代の国語演習

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるよ
うにする。

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したり
する力を伸ばし、他者との関わりの中で伝え合う力を
高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりすること
ができるようにする。

言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生
涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我
が国の言語文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度
を養う。

高等学校　標準　現代の国語（第一学習社）

国語

【 知　識　及　び　技　能 】生涯にわたる社会生活に必要な国語について、その特質を理解し適切に使うことができるようにする。

生涯にわたる社会生活における他者との関わりの中で伝え合う力を高め、思考力や想像力を伸ばす。

言葉のもつ価値への認識を深めるとともに、言語感覚を磨き、我が国の言語文化の担い手としての自覚を持ち、生
涯にわたり国語を尊重してその能力の向上を図る態度を養う。

国語 現代の国語演習
国語 現代の国語演習 1



○ ○ 1

合計

39

定期考査

A 単元
【知識・技能】
　文、話、文章の効果的な組立て方や接続の
仕方について理解している。（（１）オ）

【思考・判断・表現】
　「書くこと」において、読み手の理解が得
られるよう、論理の展開、情報の分量や重要
度などを考えて、文章の構成や展開を工夫し
ている。（Ｂ（１）イ）

【主体的に学習に取り組む態度】
　文、話、文章の効果的な組立て方や接続の
仕方についての認識を深めるとともに、論理
の展開、情報の分量や重要度などを踏まえた
文章の構成や展開の工夫を通して、自らの学
習を振り返りつつ調整している。

○ ○ ○ 11３
学
期

Ｃ　書いて伝える（２）
【知識及び技能】
　文、話、文章の効果的な組立て方
や接続の仕方について理解すること
ができる。（（１）オ）

【思考力、判断力、表現力等】
　読み手の理解が得られるよう、論
理の展開、情報の分量や重要度など
を考えて、文章の構成や展開を工夫
することができる。（Ｂ（１）イ）

【学びに向かう力、人間性等】
　言葉がもつ価値への認識を深める
とともに、生涯にわたって読書に親
しみ自己を向上させ、我が国の言語
文化の担い手としての自覚をもち、
言葉を通して他者や社会に関わろう
とする。

・指導事項
教科書「社会に対する意見文を書
く」の内容理解
意見文の内容決定のプロセスの理解
意見文の構成の作り方の理解
学習内容を踏まえた文章作成

・教材
教科書
ワークシート
一人１台端末

・一人１台端末の具体的な活用場面
調べ学習での利用
授業内課題の提出

○



年間授業計画　様式

高等学校 令和８年度 教科 ：
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1定期考査 ・定期考査 ○ ○ ○

8

単元　近代化の進展と国民国家形成
【知識及び技能】
国民国家の形成について，ナショナリズムの運動
に着目して理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
１８４８年を転換点とするヨーロッパにおける近
代化の経緯について考察し，その特徴を表現して
いる。
【学びに向かう力、人間性等】
国民国家の形成や帝国主義政策が現代社会に与え
た影響について考察し、解決策を追究しようとし
ている。

・問い
近代化が進むなかで，欧米諸国はど
のような国家を形成していったのだ
ろうか。
・指導事項
①1848年～近代ヨーロッパの転換点
②イタリア・ドイツの統一とロシア
の近代化
③アメリカの拡大と第２次産業革命
④帝国主義と世界の一体化
・一人１台端末の活用，史資料の読
解等

【知識・技能】
国民国家の展開と帝国主義による世界分割や移民の
状況を理解している。
【思考・判断・表現】
国民国家の形成・発展による対外戦争や差別・抑
圧，帝国主義が人類に与えた変化について考察し，
自分の言葉で表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
国民国家や帝国主義政策が現代社会に与えた影響に
ついて，追究しようとしている。

○ ○ ○ 6

単元　工業化の進展と国民国家の建設
【知識及び技能】
産業革命の進行と，その結果確立した資本主義に
よる社会の変化について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
産業革命による社会の変化に着目し，現代につな
がるどのような問題が生じたかを考察し，表現し
ている。
【学びに向かう力、人間性等】
様々な革命が現代社会に与えた課題を考察し、解
決策を追究しようとしている。

・問い
欧米で起こった市民革命・産業革命
により，社会はどのように変化した
のだろうか。
・指導事項
①イギリスの革命とアメリカの独立
②フランス革命～ヨーロッパ近代の
幕開け
③フランス革命の影響と国民意識の
芽生え
④産業革命で変わる社会
⑤イギリスの繁栄と国際分業体制
・一人１台端末の活用，史資料の読
解等

【知識・技能】
市民社会と国民国家の形成，資本主義社会と国際分
業体制確立の経緯を理解している。
【思考・判断・表現】
市民革命および産業革命の経緯などから，諸改革の
意義と現在社会との関わりを考察し，自分の言葉で
表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
市民革命や産業革命が現代社会に与えた課題につい
て，解決策を追究しようとしている。

○ ○ ○

1定期考査 ・定期考査 ○ ○ ○

・問い
18世紀までに日本やアジア，ヨー
ロッパは，それぞれどのように結び
付いていたのだろうか。
・指導事項
①ヨーロッパ、アジアの歴史的特質
②アジア、アフリカ、新大陸への
ヨーロッパ諸国の進出
③アジア・アメリカに向かうヨー
ロッパ
史資料の読解等

知識・技能】
アジア各地域間の貿易やアジア諸国と欧米諸国の進
出と，日本への影響について理解している。
【思考・判断・表現】
「大航海時代」から「世界の一体化」へ至る交易の
意義と地域の変容について考察し，自分の言葉で表
現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
18世紀の交易と現代の貿易との違いについて考察
し，その変化の要因を追究しようとしている。

○ ○ ○ 8

配当
時数

１

学

期

単元　歴史と私たち
【知識及び技能】
歴史事象の背景にあるもの理解し、人類史の特質
を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
資料から得た情報と，中学校までの学習で得た知
識を統合し，歴史を読み解く問いを表現してい
る。

・問い
私たちの身近にあるものには，どの
ような歴史や世界との結び付きがあ
るのだろうか。

【知識・技能】
主に学習内容ついての知識を得ている
【思考・判断・表現】
学習内容を踏まえて考察し、問題に取り組み、自身
の考えなどを表現している
【主体的に学習に取り組む態度】
生徒同士のコミュニケーションでの発言や発表、効
果的な問いを発するなど授業への参加の度合、ワー
クシートを仕上げて提出するなど積極的な態度がみ
られる

○ ○ ○ 8

単元　近代世界の出現
【知識及び技能】
18世紀までのアジアの国際秩序やヨーロッパ諸国
の進出について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
銀の動きに着目し，清と近隣諸国，ヨーロッパ諸
国との交易の特徴について考察し，表現してい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
大西洋三角貿易がアフリカとアメリカに残した課
題について考察し，表現している。

歴史の変化に関わる諸事象について，世界とその中の日本を
広く相互的な視野から捉え，現代的な諸課題の形成に関わる
歴史を理解する。

現代世界の生成に関わる歴史諸事象について，
多面的・多角的に考察する。

我が国の歴史に対する理解、他国や他国の
文化を尊重することの大切さについて考察
を深める。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

地理や歴史に関わる諸事象について、より良い社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度などを養う。

歴史総合

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

高等学校 改訂版　新歴史総合　過去との対話、つなぐ未来　（第一学習社）

地理歴史

【 知　識　及　び　技　能 】
地理的特色や歴史の展開に関して理解するとともに、調査や諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能など
を身に付けるようにする。

地理や歴史に関わる事象の意味や意義などを活用して多面的・多角的に考察したり、社会に見られる課題の解決に向けて構想
したりする力や、考察・構想したことを効果的に説明する力などを養う。

地理歴史  科目 歴史総合
地理歴史 歴史総合 2



○ ○ 1

合計

78

○ 8

単元　冷戦と冷戦後の日本と世界
【知識及び技能】
日本とドイツに対する連合国の戦後処理の目的と
結果，および国際連合を中心とした国際平和協力
について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
冷戦がヨーロッパ諸国に及ぼした影響について考
察し，表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
2度の世界大戦が現代社会に与えた影響について
考察し、その解決策を追究しようとしている。

・問い
第二次世界大戦を経て，国際秩序は
どのように変化したのだろうか。
・指導事項
①戦後の新たな国際秩序
②冷戦の始まり
③冷戦後の世界
④日本の戦後の歩み
・地図や史資料の読解等

【知識・技能】
冷戦および冷戦構造の形成と，国連を中心とする平
和へ向けた新たな国際秩序について，日本と関連付
けながら理解している。
【思考・判断・表現】
国際連合を中心に，第二次世界大戦以前と以後の国
際関係を比較することで，戦争の経験が人々に何を
もたらしたのかを考察し，自分の言葉で表現してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
大戦後に形成された冷戦構造と国際連合による平和
維持体制における課題が，現代社会にどのような影
響を与えているかについて考察し，解決策を追究し
ようとしている。

○ ○ ○ 7

３

学

期

単元　経済危機と第二次世界大戦
【知識及び技能】
ヨーロッパでの戦いから，アジア・太平洋にも及
ぶ戦争に発展する経緯に着目して理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
なぜ第二次世界大戦では多くの犠牲者が出ること
になったのか考察し，表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
大衆の戦争参加が現代社会に与えた影響について
考察し、その解決策を追究しようとしている。

・問い
大衆は，どのようにして戦争を導い
てしまったのだろうか。
・指導事項
①世界恐慌が与えた影響
②ファシズムの台頭と拡大
③政党政治に断絶と満州事変
④日中戦争の始まり
⑤第二次世界大戦の展開
⑥戦局の悪化と被害の拡大
⑦第二次世界大戦の終結とその惨禍
・一人１台端末の活用，史資料の読
解等

【知識・技能】
世界恐慌から第二次世界大戦の終戦に至るまでの経
緯について，大衆とマスメディアの関わりに着目し
ながら理解している。
【思考・判断・表現】
ファシズム体制の形成から終戦に至るまで，ドイツ
や日本で大衆がなぜ戦争に協力していったのか考察
し，自分の言葉で表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
大衆の戦争への加担という問題を現代社会における
課題としてとらえ，その解決策を追究しようとして
いる。

○ ○

学年末考査 ・学年末考査 ○

8

定期考査 ・定期考査 ○ ○ ○ 1

単元　第一次世界大戦と大衆社会
【知識及び技能】
大戦後のヨーロッパで，平和を模索する国際秩序
が構築されたことと大衆による政治参加が進んだ
ことについて理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
大戦後，各国で大衆の政治参加が進んだ理由につ
いて考察し，表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
ヴェルサイユ体制に基づく国際秩序が現代社会に
与えた影響について考察し、その解決策を追究し
ようとしている。

・問い
欧米や日本など，世界各地に広まっ
た大衆化とは，どのようなものだっ
たのだろうか。
・指導事項
①ヴェルサイユ体制の成立
②東アジアの民族自決の行方
③中東。インドの民族自決の影響
④ヨーロッパの復興と大衆の政治参
加
⑤大衆社会の出現とアメリカの繁栄
⑥日本における大衆社会の形成
・地図や史資料の読解等

【知識・技能】
ヴェルサイユ体制によって形成された国際秩序と，
国際社会や各国に生じた政治・社会・文化の変化を
理解している。
【思考・判断・表現】
新しい国際秩序と大衆社会の特徴について考察し，
自分の言葉で表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
ヴェルサイユ体制に基づく国際秩序の成立と，２０
世紀前半における大衆社会の到来が，現代社会にお
いてどのような課題を生み出したのかを考察し，そ
の解決策について追究しようとしている。

○ ○ ○

○ ○ 1

単元　第一次世界大戦と日本の対応
【知識及び技能】
第一次世界大戦が総力戦化した構造を理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
第一次世界大戦の特徴と戦争の被害が拡大した要
因について考察し，表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
第一次世界大戦に伴う様々な変化が現代社会に与
えた影響について考察し、その解決策を追究しよ
うとしている。

第一次世界大戦は，日本を含む世界
の人々にとってどのような戦争に
なったのだろうか。
・指導事項
①ドイツの挑戦とバルカン半島の緊
張
②総力戦となった第一次世界大戦
③ロシア革命と大戦の終結
・一人１台端末の活用，史資料の読
解等

【知識・技能】
国際関係の視点を軸に，第一次世界大戦勃発から終
戦までの経緯と，参戦各国の社会の変化について理
解している。
【思考・判断・表現】
第一次世界大戦の総力戦体制下において，列強の戦
闘員・列強の非戦闘員・植民地や従属地域の人々が
それぞれどのような目的で戦争に協力したのかを考
察し，自分の言葉で表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
勢力均衡に基づく国際秩序と大衆の戦争参加が，現
在の社会につながるどのような課題を生み出したの
かについて考察し，解決策について追究しようとし
ている。

○ ○ ○ 8

○ 6

単元　結びつく世界と日本の開国
【知識及び技能】
ヨーロッパの進出に対し，オスマン帝国，エジプ
ト，イランの３国がそれぞれどのような対応を
とったのかを理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
清と日本の欧米諸国への対応における相違点をあ
げ，その理由について考察し，表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
欧米諸国の進出に伴うアジア社会の変容が現代社
会に与えた影響について考察し、その解決策を追
究しようとしている。

・問い
日本や東アジア諸国は，近代化を通
じてどのように変化していったのだ
ろうか。
・指導事項
①新政府の誕生
②近代国家を目指す日本
③日本と清の近代化と日清戦争
④列強の進出と日露戦争
⑤日露戦争が与えた影響
・一人１台端末の活用，史資料の読
解等

【知識・技能】
明治維新とその後の日本の変化やアジア諸国の変容
について理解している。
【思考・判断・表現】
明治維新の歴史的な意義について，現代の日本への
影響と関連付けて考察し，自分の言葉で表現してい
る。
【主体的に学習に取り組む態度】
明治維新やアジア諸国の変容が，現代社会にどのよ
うな課題を与えたかについて考察し，解決策を追究
しようとしている。

○ ○ ○ 6

２

学

期

単元　帝国主義とアジア諸国の変容
【知識及び技能】
日本が，明治維新の諸改革によって急速に近代化
を進めたことについて理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
明治維新の前後で国の仕組みと身分制がどのよう
に変化したか考察し，表現している。
【学びに向かう力、人間性等】
明治維新やアジア諸国の変容が，現代社会に与え
た影響について考察し，その解決策を追究しよう
としている。

・問い
近代化した欧米諸国の進出に，アジ
ア諸国や日本はどのように対応した
のだろうか。
・指導事項
①「西洋の衝撃」と西アジアの変化
②南・東南アジアの植民地化
③ヨーロッパの日本接近とアヘン戦
争
④黒船と日本の対応
⑤新体制と江戸幕府の滅亡
・一人１台端末の活用，史資料の読
解等

【知識・技能】
欧米諸国の進出によるアジア諸国の変容について理
解している。
【思考・判断・表現】
アジア諸国の変容を比較したり関連付けたりして考
察し，「西洋の衝撃」の歴史的意義について自分の
言葉で表現している。
【主体的に学習に取り組む態度】
欧米諸国の進出とアジア諸国の変容が現代社会にど
のような課題を生み出したかについて考察し，追究
しようとしている。

○ ○

定期考査 ・定期考査 ○



年間授業計画　様式

高等学校 令和８年度 教科 ：
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1定期考査 ・定期考査 ○ ○ ○

8

国家の結びつきとグローバル化する社会（その
３）【知識及び技能】
学習内容（移民や外国人労働者をめぐる問題）に
ついて理解し、実生活に活用できるようにする
　
【思考力、判断力、表現力等】
学習内容に関連した現実社会における課題とその
解決方法について考察し、自分の言葉で表現でき
るようにする
　
【学びに向かう力、人間性等】
学習内容に関連して、それぞれの地域における課
題の解決を目指して、より良い社会を形成しよう
とする態度を身につける

・指導事項　移民や外国人労働者
・教材　教科書、地図帳、ワーク
シート
・一人１台端末の活用　等　必要に
応じて調査活動をする、まとめたこ
とをTeamsに入力する

【知識・技能】
主に学習内容ついての知識を得ている
【思考・判断・表現】
学習内容を踏まえて考察し、問題に取り組み、自身
の考えなどを表現している
【主体的に学習に取り組む態度】
生徒同士のコミュニケーションでの発言や発表、効
果的な問いを発するなど授業への参加の度合、ワー
クシートを仕上げて提出するなど積極的な態度がみ
られる

○ ○ ○ 8

国家の結びつきとグローバル化する社会（その
２）
【知識及び技能】
学習内容（交通機関の発達、情報通信で一体化す
る世界、貿易と物流で一体化する世界）について
理解し、実生活に活用できるようにする
　
【思考力、判断力、表現力等】
学習内容に関連した現実社会における課題とその
解決方法について考察し、自分の言葉で表現でき
るようにする
　
【学びに向かう力、人間性等】
学習内容に関連して、それぞれの地域における課
題の解決を目指して、より良い社会を形成しよう
とする態度を身につける

・指導事項　交通・通信・貿易
・教材　教科書、地図帳、ワーク
シート
・一人１台端末の活用　等　必要に
応じて調査活動をする、まとめたこ
とをTeamsに入力する

【知識・技能】
主に学習内容ついての知識を得ている
【思考・判断・表現】
学習内容を踏まえて考察し、問題に取り組み、自身
の考えなどを表現している
【主体的に学習に取り組む態度】
生徒同士のコミュニケーションでの発言や発表、効
果的な問いを発するなど授業への参加の度合、ワー
クシートを仕上げて提出するなど積極的な態度がみ
られる

○ ○ ○

1定期考査 ・定期考査 ○ ○ ○

・指導事項　国家と国境、領土問題
・教材　教科書、地図帳、ワーク
シート
・一人１台端末の活用　等　必要に
応じて調査活動をする、まとめたこ
とをTeamsに入力する

【知識・技能】
主に学習内容ついての知識を得ている
【思考・判断・表現】
学習内容を踏まえて考察し、問題に取り組み、自身
の考えなどを表現している
【主体的に学習に取り組む態度】
生徒同士のコミュニケーションでの発言や発表、効
果的な問いを発するなど授業への参加の度合、ワー
クシートを仕上げて提出するなど積極的な態度がみ
られる

○ ○ ○ 8

配当
時数

１

学

期

球面上の世界と地図
【知識及び技能】
学習内容（緯度と経度、時差、図法、デジタル地
図、地理情報システム）について理解し、実生活
に活用できるようにする
　
【思考力、判断力、表現力等】
学習内容に関連した現実社会における課題とその
解決方法について考察し、自分の言葉で表現でき
るようにする
　
【学びに向かう力、人間性等】
学習内容に関連して、それぞれの地域における課
題の解決を目指して、より良い社会を形成しよう
とする態度を身につける

・指導事項　地理を学ぶとは
・教材　教科書、地図帳、ワーク
シート
・一人１台端末の活用　等　必要に
応じて調査活動をする、まとめたこ
とをTeamsに入力する

【知識・技能】
主に学習内容ついての知識を得ている
【思考・判断・表現】
学習内容を踏まえて考察し、問題に取り組み、自身
の考えなどを表現している
【主体的に学習に取り組む態度】
生徒同士のコミュニケーションでの発言や発表、効
果的な問いを発するなど授業への参加の度合、ワー
クシートを仕上げて提出するなど積極的な態度がみ
られる

○ ○ ○ 8

国家の結びつきとグローバル化する社会（その
１）
【知識及び技能】
学習内容（国家の領域、国境の種類、領土問題）
について理解し、実生活に活用できるようにする
　
【思考力、判断力、表現力等】
学習内容に関連した現実社会における課題とその
解決方法について考察し、自分の言葉で表現でき
るようにする
　
【学びに向かう力、人間性等】
学習内容に関連して、それぞれの地域における課
題の解決を目指して、より良い社会を形成しよう
とする態度を身につける

地理に関わる事象について、多様性や地球的課題の取り組み
を理解し、地図や地理情報システムなどを用いて様々な情報
などを活用し、適切かつ効果的にまとめられるようにする。

地理に関わる事象の意味や意義、特色などを、現
在とのつながりなどに着目して考察したり、社会
に見られる課題を把握し、解決を視野に入れて構
想したりする力などを養う。

地理に関わる事象について、より良い社会の実現を
視野に入れ、課題を主体的に追及し、解決しようと
する態度などを養う。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

地理や歴史に関わる諸事象について、より良い社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする態度などを養う。

地理総合

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

高等学校 改定版　地理総合　世界に学び，地域をつくる（第一学習社）

地理歴史

【 知　識　及　び　技　能 】
地理的特色や歴史の展開に関して理解するとともに、調査や諸資料から様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能など
を身に付けるようにする。

地理や歴史に関わる事象の意味や意義などを活用して多面的・多角的に考察したり、社会に見られる課題の解決に向けて構想
したりする力や、考察・構想したことを効果的に説明する力などを養う。

地理歴史  科目 地理総合
地理歴史 地理総合 2



○ ○ 1

合計

78

○ 6

自然環境と防災
【知識及び技能】
学習内容（災害[地震と火山、地形と災害、風水
害、土砂災害]と防災）について理解し、実生活
に活用できるようにする
　
【思考力、判断力、表現力等】
学習内容に関連した現実社会における課題とその
解決方法について考察し、自分の言葉で表現でき
るようにする
　
【学びに向かう力、人間性等】
学習内容に関連して、それぞれの地域における課
題の解決を目指して、より良い社会を形成しよう
とする態度を身につける

・指導事項　産業と多文化共生
・教材　教科書、地図帳、ワーク
シート
・一人１台端末の活用　等　必要に
応じて調査活動をする、まとめたこ
とをTeamsに入力する

【知識・技能】
主に学習内容ついての知識を得ている
【思考・判断・表現】
学習内容を踏まえて考察し、問題に取り組み、自身
の考えなどを表現している
【主体的に学習に取り組む態度】
生徒同士のコミュニケーションでの発言や発表、効
果的な問いを発するなど授業への参加の度合、ワー
クシートを仕上げて提出するなど積極的な態度がみ
られる

○ ○ ○ 5

３

学

期

地球的課題と国際協力（その３）
【知識及び技能】
学習内容（グリーン経済[資源とリサイクル]、エ
ネルギー問題、都市問題、地球環境問題、民族問
題と難民問題）について理解し、実生活に活用で
きるようにする
　
【思考力、判断力、表現力等】
学習内容に関連した現実社会における課題とその
解決方法について考察し、自分の言葉で表現でき
るようにする
　
【学びに向かう力、人間性等】
学習内容に関連して、それぞれの地域における課
題の解決を目指して、より良い社会を形成しよう
とする態度を身につける

・指導事項　産業と多文化共生
・教材　教科書、地図帳、ワーク
シート
・一人１台端末の活用　等　必要に
応じて調査活動をする、まとめたこ
とをTeamsに入力する

【知識・技能】
主に学習内容ついての知識を得ている
【思考・判断・表現】
学習内容を踏まえて考察し、問題に取り組み、自身
の考えなどを表現している
【主体的に学習に取り組む態度】
生徒同士のコミュニケーションでの発言や発表、効
果的な問いを発するなど授業への参加の度合、ワー
クシートを仕上げて提出するなど積極的な態度がみ
られる

○ ○

学年末考査 ・学年末考査 ○

6

定期考査 ・定期考査 ○ ○ ○ 1

地球的課題と国際協力（その２）
【知識及び技能】
学習内容（健康と福祉、教育とジェンダー）につ
いて理解し、実生活に活用できるようにする
　
【思考力、判断力、表現力等】
学習内容に関連した現実社会における課題とその
解決方法について考察し、自分の言葉で表現でき
るようにする
　
【学びに向かう力、人間性等】
学習内容に関連して、それぞれの地域における課
題の解決を目指して、より良い社会を形成しよう
とする態度を身につける

・指導事項　産業と多文化共生
・教材　教科書、地図帳、ワーク
シート
・一人１台端末の活用　等　必要に
応じて調査活動をする、まとめたこ
とをTeamsに入力する

【知識・技能】
主に学習内容ついての知識を得ている
【思考・判断・表現】
学習内容を踏まえて考察し、問題に取り組み、自身
の考えなどを表現している
【主体的に学習に取り組む態度】
生徒同士のコミュニケーションでの発言や発表、効
果的な問いを発するなど授業への参加の度合、ワー
クシートを仕上げて提出するなど積極的な態度がみ
られる

○ ○ ○

○ ○ 1

地球的課題と国際協力（その１）
【知識及び技能】
学習内容（持続可能な開発、貧困、人口、食料と
水資源問題など）について理解し、実生活に活用
できるようにする
　
【思考力、判断力、表現力等】
学習内容に関連した現実社会における課題とその
解決方法について考察し、自分の言葉で表現でき
るようにする
　
【学びに向かう力、人間性等】
学習内容に関連して、それぞれの地域における課
題の解決を目指して、より良い社会を形成しよう
とする態度を身につける

・指導事項　産業と多文化共生
・教材　教科書、地図帳、ワーク
シート
・一人１台端末の活用　等　必要に
応じて調査活動をする、まとめたこ
とをTeamsに入力する

【知識・技能】
主に学習内容ついての知識を得ている
【思考・判断・表現】
学習内容を踏まえて考察し、問題に取り組み、自身
の考えなどを表現している
【主体的に学習に取り組む態度】
生徒同士のコミュニケーションでの発言や発表、効
果的な問いを発するなど授業への参加の度合、ワー
クシートを仕上げて提出するなど積極的な態度がみ
られる

○ ○ ○ 8

○ 8

生活文化の多様性と国際理解（その２）産業と多
文化共生
【知識及び技能】
学習内容（気候区分ごとの特徴、衣食住と農牧
業）について理解し、実生活に活用できるように
する
　
【思考力、判断力、表現力等】
学習内容に関連した現実社会における課題とその
解決方法について考察し、自分の言葉で表現でき
るようにする
　
【学びに向かう力、人間性等】
学習内容に関連して、それぞれの地域における課
題の解決を目指して、より良い社会を形成しよう
とする態度を身につける

・指導事項　産業と多文化共生
・教材　教科書、地図帳、ワーク
シート
・一人１台端末の活用　等　必要に
応じて調査活動をする、まとめたこ
とをTeamsに入力する

【知識・技能】
主に学習内容ついての知識を得ている
【思考・判断・表現】
学習内容を踏まえて考察し、問題に取り組み、自身
の考えなどを表現している
【主体的に学習に取り組む態度】
生徒同士のコミュニケーションでの発言や発表、効
果的な問いを発するなど授業への参加の度合、ワー
クシートを仕上げて提出するなど積極的な態度がみ
られる

○ ○ ○ 8

２

学

期

生活文化の多様性と国際理解（その１）気候と生
活知識及び技能】
学習内容（気候区分ごとの特徴、衣食住と農牧
業）について理解し、実生活に活用できるように
する
　
【思考力、判断力、表現力等】
学習内容に関連した現実社会における課題とその
解決方法について考察し、自分の言葉で表現でき
るようにする
　
【学びに向かう力、人間性等】
学習内容に関連して、それぞれの地域における課
題の解決を目指して、より良い社会を形成しよう
とする態度を身につける

・指導事項　気候と生活
・教材　教科書、地図帳、ワーク
シート
・一人１台端末の活用　等　必要に
応じて調査活動をする、まとめたこ
とをTeamsに入力する

【知識・技能】
主に学習内容ついての知識を得ている
【思考・判断・表現】
学習内容を踏まえて考察し、問題に取り組み、自身
の考えなどを表現している
【主体的に学習に取り組む態度】
生徒同士のコミュニケーションでの発言や発表、効
果的な問いを発するなど授業への参加の度合、ワー
クシートを仕上げて提出するなど積極的な態度がみ
られる

○ ○

定期考査 ・定期考査 ○



年間授業計画　様式

高等学校 令和８年度（３学年用） 教科
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

8

定期考査 ・定期考査 ○ ○ 1

「２次関数（２次関数の最大最
小）」演習
【知識・技能】
・2次関数の最大値，最小値とその
求め方について理解し，基本的な
知識を身に付けさせる。

【思考・判断・表現】
・2次関数の値の変化の様子につい
て，グラフを用いて考察させる。

【学びに向かう力、人間性等】
・２次関数とそのグラフや値の変
化に関心を持たせる。

・指導事項
教科書に沿って、プリント・タブ
レットを利用して学習させる。プ
リントやFormsへの提出で理解度を
確認する。

・教材等
教科書・プリント・タブレット

【知識・技能】
・2次関数の最大値，最小値とその求め方につい
て理解し，基本的な知識を身に付けている。
・2次関数のグラフや式を用いて，2次関数の最
大値，最小値を求めることができる。

【思考・判断・表現】
・2次関数の値の変化の様子について，グラフを
用いて考察することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・２次関数とそのグラフや値の変化に関心をも
つとともに，関数を用いて数量の変化を表現す
ることの有用性を認識し，2次関数を活用しよう
とする。

○ ○ ○

配当
時数

１
学
期

「数と式の計算（展開、因数分
解）」演習
【知識・技能】
・因数分解の意味を理解させる。

【思考・判断・表現】
・整式を1つの文字に着目して整理
したり，1つの文字に置き換えたり
させる。

【学びに向かう力、人間性等】
・乗法公式や因数分解などに関心
を持たせる。

・指導事項
教科書に沿って、プリント・タブ
レットを利用して学習させる。プ
リントやFormsへの提出で理解度を
確認する。

・教材等
教科書・プリント・タブレット

【知識・技能】
・因数分解の意味を理解している。
・乗法公式や因数分解の公式の意味を理解して
いる。

【思考・判断・表現】
・整式を1つの文字に着目して整理したり，1つ
の文字に置き換えたりするなどして，いろいろ
な式の見方をすることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・乗法公式や因数分解などに関心を持ち，目的
に応じて式の変形をしようとする。

〇 〇 〇 7

・数と式、図形と計量、２次関数及びデータの
分析についての基本的な概念や原理・法則を体
系的に理解する
・事象を数学化したり、数学的に解釈したり、
数学的に表現・処理したりする技能を身に付け
るようにする。

・数や式を多面的にみたり目的に応じて適切に
変形したりする力を身に付けている。
・図形の構成要素間の関係に着目し，図形の性
質や計量について論理的に考察し表現する力を
身に付けている。
・関数関係に着目し，事象を的確に表現してそ
の特徴を表，式，グラフを相互に関連付けて考
察する力を身に付けている。
・社会の事象などから設定した問題について，
データの散らばりや変量間の関係などに着目
し，適切な手法を選択して分析を行い，問題を
解決したり，解決の過程や結果を批判的に考察
し判断したりする力を身に付けている。

・数学のよさを認識し数学を活用しようとした
り，粘り強く考え数学的論拠に基づき判断しよう
としたりしている。
・問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，
評価・改善したりしようとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度，粘り強く考え数学的論拠に基づいて判断しようと
する態度，問題解決の過程を振り返って考察を深めたり，評価・改善したりしようとする態度や創造性の基礎
を養う。

数学Ⅰ演習
数と式、図形と計量、２次関数及びデータの分析について理解させ、基礎的な知識の習得と技能の
習熟を図り、事象を数学的に考察する能力を培い、数学のよさを認識できるようにするとともに、
それらを活用する態度を育てる。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

新高校の数学Ⅰ【数研出版】

数学
数と式、図形と軽量について理解させ、基礎的な知識の習得と技能の習熟を図り、事象を数学的に
考察する能力を培い、それらを活用する態度を育てる。

【 知　識　及　び　技　能 】
数学における基本的な概念や原理・法則を体系的に理解するとともに，事象を数学化したり，数学的に解釈し
たり，数学的に表現・処理したりする技能を身に付けるようにする。
数学を活用して事象を論理的に考察する力，事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的に考察す
る力，数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を養う。

数学  科目 数学Ⅰ演習
数学 数学Ⅰ演習 1



合計

39

6

定期考査 ・定期考査 ○ ○ 1

○ 1

３
学
期

「命題と集合」演習
【知識・技能】
・集合の表し方や関係を表す記号
の意味を理解させる。
・集合を図や記号を用いて表現
し，その関係を把握させる。

【思考・判断・表現力】
・集合の関係を図を用いて考察さ
せる。

【学びに向かう力、人間性等】
・集合の包含関係に関心を持たせ
る。

・指導事項
教科書に沿って、プリント・タブ
レットを利用して学習させる。プ
リントやFormsへの提出で理解度を
確認する。

・教材等
教科書・プリント・タブレット

【知識・技能】
・集合の表し方や関係を表す記号の意味を理解
している。
・集合を図や記号を用いて表現し，その関係を
把握することができる。

【思考・判断・表現力】
・集合の関係を図を用いて考察することができ
る。
・命題におけるいろいろな事柄を集合の関係を
用いて表現し考察することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・集合の包含関係に関心を持ち，方程式・不等
式の解の集合について調べようとする。

○ ○ ○

○ 7

「図形と計量（三角形への応
用）」演習
【知識・技能】
・正弦定理・余弦定理を三角形の
決定条件と関連づけて理解し，基
礎的な知識を身に付けさせる。

【思考・判断・表現力】
・正弦定理・余弦定理を導く過程
を考察させる。

【学びに向かう力、人間性等】
・正弦定理・余弦定理が図形の計
量の考察に有用であることに気付
かせる。

・指導事項
教科書に沿って、プリント・タブ
レットを利用して学習させる。プ
リントやFormsへの提出で理解度を
確認する。

・教材等
教科書・プリント・タブレット

【知識・技能】
・正弦定理・余弦定理を三角形の決定条件と関
連づけて理解し，基礎的な知識を身に付けてい
る。
・三角形の決定条件が与えられたとき，三角形
の残りの要素を，正弦定理や余弦定理を用いて
求めることができる。

【思考・判断・表現力】
・正弦定理・余弦定理を導く過程を考察するこ
とができる。
・三角形の面積を，三角比を用いて表す過程を
考察することができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・正弦定理・余弦定理が図形の計量の考察に有
用であることに気付き，活用しようとする。

○ ○ ○ 8

２
学
期

「図形と計量（三角比）」演習
【知識・技能】
・正弦，余弦および正接を直角三
角形の辺の比と角との関係として
理解させる。

【思考・判断・表現】
・図形の相似の考えを用いて，直
角三角形の辺の比を角との関係で
とらえるさせる。

【学びに向かう力、人間性等】
・三角比に関心を持ち，直角三角
形の計量に用いさせる。

・指導事項
教科書に沿って、プリント・タブ
レットを利用して学習させる。プ
リントやFormsへの提出で理解度を
確認する。

・教材等
教科書・プリント・タブレット

【知識・技能】
・正弦，余弦および正接を直角三角形の辺の比
と角との関係として理解し，基礎的な知識を身
に付けている。
・30°，45°，60°の三角比を直角三角形の辺
の比から求めることができる。

【思考・判断・表現】
・図形の相似の考えを用いて，直角三角形の辺
の比を角との関係でとらえることができる。

【学びに向かう力、人間性等】
・三角比に関心を持ち，直角三角形の計量に用
いようとする。

○ ○

定期考査 ・定期考査 ○



年間授業計画　様式

高等学校 令和８年度 教科
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

1定期考査 ・定期考査 〇 〇

8

原子のなりたちと周期表
【知識及び技能】
　原子のなりたちと周期表につい
　て理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　原子の構成や電子配置から周期
　表や周期律について思考、判
　断、表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　周期表から原子のなりたちや電
　子配置の規則性などを探究でき
　る。

・教材（教科書、プリント）
・原子の存在
・原子の構成
・同位体
・放射性同位体の利用
・電子配置
・価電子
・元素の周期律
・元素の周期表
・周期表のポイント
・希ガス、典型元素、遷移元素
・金属元素、非金属元素

原子のなりたちと周期表
【知識及び技能】
　原子のなりたちと周期表について理解しよう
　としている。
【思考力、判断力、表現力等】
　原子の構成や電子配置から周期表や周期律に
　ついて思考、判断、表現しようとしている。
【学びに向かう力、人間性等】
　周期表から原子のなりたちや電子配置の規則
　性などを探究しようとしている。

〇 〇 〇 7

物質を構成する元素と三態
【知識及び技能】
　元素と同素体、物質の三態につ
　いて理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　物質を作る成分が元素であるこ
　とと物質の三態がどのように変
　化するかを思考、判断、表現で
　きる。
【学びに向かう力、人間性等】
　身近な物質を構成する元素を確
　認する方法を探究できる。

・教材（教科書、プリント）
・元素とは
・化合物と単体
・同素体
・炎色反応
・その他の元素の確認
・重曹に含まれる元素を調べる
・物質の三態
・粒子の熱運動
・物質の状態と熱運動の関係
・水の状態変化

物質を構成する元素と三態
【知識及び技能】
　元素と同素体、物質の三態について理解しよ
　うとしている。
【思考力、判断力、表現力等】
　物質を作る成分が元素であることと物質の三
　態がどのように変化するかを思考、判断、表
　現しようとしている。
【学びに向かう力、人間性等】
　身近な物質を構成する元素を確認する方法を
　探究しようとしている。

〇 〇 〇

1定期考査 ・定期考査 〇 〇

・教材（教科書，プリント）
・混合物と純物質の性質
・混合物の分離・精製
・蒸留
・再結晶
・昇華法
・抽出
・クロマトグラフィー
・石油の分離
・赤ワインからエタノールの分離
・うがい薬からヨウ素を分離
・サインペンの色素を分離
・活性炭による吸着

【知識及び技能】
　物質には混合物と純物質があり、混合物から
　目的の物質を分離・精製する方法を理解しよ
　うとしている。
【思考力、判断力、表現力等】
　混合物から純物質を取り出す方法について思
　考、判断、表現しようとしている。
【学びに向かう力、人間性等】
　分離法には物質のどのような性質を利用して
　いるかを探究しようとしている。

〇 〇 6

配当
時数

１
学
期

化学と人間生活
【知識及び技能】
　化学は物質の性質や物質の変化
　を明らかにしていく学問である
　ことを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　自然や環境を見るときに新しい
　視点（＝化学の目）で思考、判
　断、表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　自然の本質を理解するための探
　究の方法を学ぶ。

・教材（教科書，プリント）
・化学とは何か
・化学の目でみるとは
・探究的に学ぶとは

【知識・技能】
　身の回りのものはすべて原子・分子・イオン
　などで出来ていることを理解しようとしてい
　る。
【思考・判断・表現】
　身近な物質の構成要素について思考・判断・
　表現しようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　今までの知識を使って物質の反応などを説明
　しようとしている。

〇 〇 5

物質の分離
【知識及び技能】
　物質には混合物と純物質があ
　り、混合物から目的の物質を分
　離・精製する方法を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　混合物から純物質を取り出す方
　法について思考、判断、表現で
　きる。
【学びに向かう力、人間性等】
　分離法には物質のどのような性
　質を利用しているかを探究でき
　る。

物質を構成している粒子（原子、分子、電子、
陽子、中性子など）がどのようにして結びつい
ているか、その力はどういうものかについて理
解しているとともに、化学反応ではどのような
量的関係が成り立つかについて理解している。

物質を構成している粒子について粒子どうしを
結び付けている力は何かについて自ら思考し、
判断し、それを表現できる力をつける。
また、化学反応の代表例として酸・塩基の反応
と酸化還元反応についてどのような特徴を持つ
反応であるかを思考し、判断し、表現できる。

物質を構成している粒子や化学反応の現象に主体
的に関わり，見通しをもったり振り返ったりする
など，科学的に探究しようとしている。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

基本的な学習習慣を身に付けるとともに学習意欲や態度を身に付けている。

化学基礎 化学基礎の内容を理解させるとともに実験観察を通じて内容を深めることを目標とする。

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

高等学校　改訂　新化学基礎　第一学習社

理科 科学と人間生活の内容を取り入れて化学基礎の内容を学習する。

【 知　識　及　び　技　能 】化学基礎における基本的・基礎的な知識を理解している。

実験を通して自然に対する見方や考え方を身に付けている。

理科  科目 化学基礎
理科 化学基礎 2



〇 1
合計

78

〇 7

酸と塩基と酸化還元反応
【知識及び技能】
　酸と塩基の定義を理解し、中和
　について理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
　酸化と還元の関係について思
　考、判断、表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　化学変化について酸化還元反応
　であるかどうかについて探究で
　きる。

・教材（教科書、プリント）
・酸と塩基
・水素イオン濃度とｐH
・ｐHの測定
・中和の量的関係
・中和滴定
・酸化と還元
・酸化数
・酸化剤と還元剤

酸と塩基と酸化還元反応
【知識及び技能】
　酸と塩基の定義を理解し、中和について理解
　しようとしている。
【思考力、判断力、表現力等】
　酸化と還元の関係について思考、判断、表現
　しようとしている。
【学びに向かう力、人間性等】
　化学変化について酸化還元反応であるかどう
　かについて探究しようとしている。

〇 〇 〇 7

３
学
期

化学反応式と量的関係
【知識及び技能】
　化学反応式を書くことができ、
　その量的関係を理解できる。
【思考力、判断力、表現力等】
　化学反応式の係数と量的関係に
　ついて思考、判断、表現でき
　る。
【学びに向かう力、人間性等】
　化学反応式と量的関係について
　探究できる。

・教材（教科書、プリント）
・化学変化と化学反応式
・イオン反応式
・化学反応式のポイント
・化学反応式の係数と量的関係
・化学反応式の係数と物質量の関
　係
・化学反応と量的関係のまとめ
・化学反応の量的関係のポイント

化学反応式と量的関係
【知識及び技能】
　化学反応式を書くことができ、その量的関係
　を理解しようとしている。
【思考力、判断力、表現力等】
　化学反応式の係数と量的関係について思考、
　判断、表現しようとしている。
【学びに向かう力、人間性等】
　化学反応式と量的関係について探究しようと
　している。

〇 〇

定期考査 ・定期考査 〇

〇 〇 17

定期考査 ・定期考査 〇 〇 1

〇 16

定期考査 ・定期考査 〇 〇 1

２
学
期

化学結合
【知識及び技能】
　イオン結合、共有結合、金属結
　合、分子間力について理解して
　いる。
【思考力、判断力、表現力等】
　物質がどのような化学結合を
　し、結晶化しているかについて
　思考、判断、表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　身近にある物質について大きく
　4種類に分類することができる
　ことについて探究できる。

・教材（教科書、プリント）
・イオンの存在と生成
・イオンの表し方
・イオンのなりやすさ
・イオン結合
・イオンからなる物質の表し方
・イオン結晶の性質
・イオンからなる物質の利用
・共有結合と分子の形成
・原子と分子の電子式
・単結合、二重結合、三重結合
・構造式
・配位結合
・分子の極性と分子間力
・共有結合の結晶
・金属結合と金属結晶
・金属の利用と金属結晶の構造

化学結合
【知識及び技能】
　イオン結合、共有結合、金属結合、分子間力
　について理解しようとしている。
【思考力、判断力、表現力等】
　物質がどのような化学結合をし、結晶化して
　いるかについて思考、判断、表現しようとし
　ている。
【学びに向かう力、人間性等】
　身近にある物質について大きく4種類に分類
　することができることについて探究しようと
　している。

〇 〇

物質量と濃度
【知識及び技能】
　物質量と質量の関係を理解し、
　モル濃度の計算ができる。
【思考力、判断力、表現力等】
　物質量の計算のポイントについ
　て思考、判断、表現できる。
【学びに向かう力、人間性等】
　物質量や気体の体積についてそ
　の関係性を探究できる。

・教材（教科書、プリント）
・原子量、分子量、式量
・物質量
・物質量と粒子の数の関係
・物質1molの質量
・物質と質量の関係
・気体の物質量
・物質量と気体の体積の関係
・空気の平均分子量
・物質量による換算
・溶解（溶質、溶媒、溶液）
・質量パーセント濃度
・モル濃度

物質量と濃度
【知識及び技能】
　物質量と質量の関係を理解し、モル濃度の計
　算しようとしている。
【思考力、判断力、表現力等】
　物質量の計算のポイントについて思考、判
　断、表現しようとしている。
【学びに向かう力、人間性等】
　物質量や気体の体積についてその関係性を探
　究しようとしている。

〇



年間授業計画　様式

高等学校 令和８年度（３学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 1 組～ 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

16

球技
【知識及び技能】
　勝敗を競ったりチームや自己の課
題を解決したりするなどの多様な楽
しさや喜びを味わい、技術などの名
称や行い方、体力の高め方、課題解
決の方法、競技会の仕方などを理解
するとともに、作戦や状況に応じた
技能で仲間と連携しゲームを展開す
ることができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
　生涯にわたって運動を豊かに継続
するためのチームや自己の課題を発
見し、合理的、計画的な解決に向け
て取り組み方を工夫するとともに、
自己やチームの考えたことを他者に
伝えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
　球技に主体的に取り組むととも
に、フェアなプレイを大切にしよう
とすること、合意形成に貢献しよう
とすること、一人一人の違いに応じ
たプレイなどを大切にしようとする
こと、互いに助け合い高め合おうと
することなどや、健康・安全を確保
することができるようにする。

〇キャッチバレーボール
〇フラッグフットボール

【知識・技能】
　勝敗を競ったりチームや自己の課題を解決
したりするなどの多様な楽しさや喜びを味わ
い、技術などの名称や行い方、体力の高め
方、課題解決の方法、競技会の仕方などを理
解するとともに、作戦や状況に応じた技能で
仲間と連携しゲームを展開することができ
る。
【思考・判断・表現】
　生涯にわたって運動を豊かに継続するため
のチームや自己の課題を発見し、合理的、計
画的な解決に向けて取り組み方を工夫すると
ともに、自己やチームの考えたことを他者に
伝えようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　勝敗を競ったりチームや自己の課題を解決
したりするなどの多様な楽しさや喜びを味わ
い、技術などの名称や行い方、体力の高め
方、課題解決の方法、競技会の仕方などを理
解するとともに、作戦や状況に応じた技能で
仲間と連携しゲームを展開することができ
る。

〇 〇 〇

態
配当
時数

１
学
期

体つくり運動
【知識及び技能】
　ア　体ほぐしの運動では、手軽な
運動を行い、心と体は互いに影響し
変化することや心身の状態に気付
き、仲間と主体的に関わり合うこと
ができるようにする。
　イ　実生活に生かす運動の計画で
は、自己のねらいに応じて、健康の
保持増進や調和のとれた体力の向上
を図るための継続的な運動の計画を
立て取り組ませる。
【思考力、判断力、表現力等】
　生涯にわたって運動を豊かに継続
するための自己や仲間の課題を発見
し、合理的、計画的な解決に向けて
取り組み方を工夫するとともに、自
己や仲間の考えたことを他者に伝え
させる。
【学びに向かう力、人間性等】
　体つくり運動に主体的に取り組む
とともに、互いに助け合い高め合お
うとすること、一人一人の違いに応
じた動きなどを大切にしようとする
こと、合意形成に貢献しようとする
ことなどや、健康・安全を確保する
ことができるようにする。

〇体力テスト
・握力
・上体起こし
・長座体前屈
・反復横跳び
・20ｍシャトルラン
・立ち幅跳び
・ハンドボール投げ

【知識・技能】
　体ほぐしの運動では、手軽な運動を行い、
心と体は互いに影響し変化することや心身の
状態に気付き、仲間と主体的に関わり合うこ
とができる。
　実生活に生かす運動の計画では、自己のね
らいに応じて、健康の保持増進や調和のとれ
た体力の向上を図るための継続的な運動の計
画を立て取り組もうとしている。
【思考・判断・表現】
　生涯にわたって運動を豊かに継続するため
の自己や仲間の課題を発見し、合理的、計画
的な解決に向けて取り組み方を工夫するとと
もに、自己や仲間の考えたことを他者に伝え
ようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　体つくり運動に主体的に取り組むととも
に、互いに助け合い高め合おうとすること、
一人一人の違いに応じた動きなどを大切にし
ようとすること、合意形成に貢献しようとす
ることなどや、健康・安全を確保することが
できる。

〇 〇 〇 10

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思

体育

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

運動の合理的、計画的な実践を通して、運動の
楽しさや喜びを深く味わい、生涯にわたって運
動を豊かに継続することができるようにするた
め、運動の多様性や体力の必要性について理解
するとともに、それらの技能を身に付けるよう
にする。

生涯にわたって運動を豊かに継続するための課
題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思
考し判断するとともに、自己や仲間の考えたこ
とを他者に伝える力を養う。

動における競争や協働の経験を通して、公正に
取り組む、互いに協力する、自己の責任を果た
す、参画する、一人一人の違いを大切にしよう
とするなどの意欲を育てるとともに、健康・安
全を確保して、生涯にわたって継続して運動に
親しむ態度を養う。

現代高等保健体育

保健体育

【 知　識　及　び　技　能 】各種の運動の特性に応じた技能を身に着けるとともに、社会生活における健康・安全について理解する。

自他や社会の課題を発見し、合理的、計画的な解決に向けて思考し判断するとともに、他者に伝える力を養う。

健康の保持増進と体力の向上を目指し、明るく豊かで活力ある生活を営む態度を養う。

保健体育 体育
保健体育 体育 2
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球技
【知識及び技能】
　勝敗を競ったりチームや自己の課
題を解決したりするなどの多様な楽
しさや喜びを味わい、技術などの名
称や行い方、体力の高め方、課題解
決の方法、競技会の仕方などを理解
するとともに、作戦や状況に応じた
技能で仲間と連携しゲームを展開す
ることができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
　生涯にわたって運動を豊かに継続
するためのチームや自己の課題を発
見し、合理的、計画的な解決に向け
て取り組み方を工夫するとともに、
自己やチームの考えたことを他者に
伝えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
　球技に主体的に取り組むととも
に、フェアなプレイを大切にしよう
とすること、合意形成に貢献しよう
とすること、一人一人の違いに応じ
たプレイなどを大切にしようとする
こと、互いに助け合い高め合おうと
することなどや、健康・安全を確保
することができるようにする。

〇バスケットボール
〇バドミントン

【知識・技能】
　勝敗を競ったりチームや自己の課題を解決
したりするなどの多様な楽しさや喜びを味わ
い、技術などの名称や行い方、体力の高め
方、課題解決の方法、競技会の仕方などを理
解するとともに、作戦や状況に応じた技能で
仲間と連携しゲームを展開することができ
る。
【思考・判断・表現】
　生涯にわたって運動を豊かに継続するため
のチームや自己の課題を発見し、合理的、計
画的な解決に向けて取り組み方を工夫すると
ともに、自己やチームの考えたことを他者に
伝えようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　勝敗を競ったりチームや自己の課題を解決
したりするなどの多様な楽しさや喜びを味わ
い、技術などの名称や行い方、体力の高め
方、課題解決の方法、競技会の仕方などを理
解するとともに、作戦や状況に応じた技能で
仲間と連携しゲームを展開することができ
る。

〇 〇 〇

〇合気道 【知識・技能】
　相手の動きの変化に応じた基本動作から、
得意技や連絡技・変化技を用いて、素早く相
手を崩して投げたり、抑えたり、返したりす
るなどの攻防をすることができる。
【思考・判断・表現】
　生涯にわたって運動を豊かに継続するため
の自己や仲間の課題を発見し、合理的、計画
的な解決に向けて取り組み方を工夫するとと
もに、自己や仲間の考えたことを他者に伝え
ようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　武道に主体的に取り組むとともに、相手を
尊重し、礼法などの伝統的な行動の仕方を大
切にしようとすること、役割を積極的に引き
受け自己の責任を果たそうとすること、一人
一人の違いに応じた課題や挑戦を大切にしよ
うとすることなどや、健康・安全を確保する
ことができる。

〇 〇 〇 8

２
学
期

球技
【知識及び技能】
　勝敗を競ったりチームや自己の課
題を解決したりするなどの多様な楽
しさや喜びを味わい、技術などの名
称や行い方、体力の高め方、課題解
決の方法、競技会の仕方などを理解
するとともに、作戦や状況に応じた
技能で仲間と連携しゲームを展開す
ることができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
　生涯にわたって運動を豊かに継続
するためのチームや自己の課題を発
見し、合理的、計画的な解決に向け
て取り組み方を工夫するとともに、
自己やチームの考えたことを他者に
伝えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
　球技に主体的に取り組むととも
に、フェアなプレイを大切にしよう
とすること、合意形成に貢献しよう
とすること、一人一人の違いに応じ
たプレイなどを大切にしようとする
こと、互いに助け合い高め合おうと
することなどや、健康・安全を確保
することができるようにする。

〇卓球
〇ティーボール

【知識・技能】
　勝敗を競ったりチームや自己の課題を解決
したりするなどの多様な楽しさや喜びを味わ
い、技術などの名称や行い方、体力の高め
方、課題解決の方法、競技会の仕方などを理
解するとともに、作戦や状況に応じた技能で
仲間と連携しゲームを展開することができ
る。
【思考・判断・表現】
　生涯にわたって運動を豊かに継続するため
のチームや自己の課題を発見し、合理的、計
画的な解決に向けて取り組み方を工夫すると
ともに、自己やチームの考えたことを他者に
伝えようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　勝敗を競ったりチームや自己の課題を解決
したりするなどの多様な楽しさや喜びを味わ
い、技術などの名称や行い方、体力の高め
方、課題解決の方法、競技会の仕方などを理
解するとともに、作戦や状況に応じた技能で
仲間と連携しゲームを展開することができ
る。

〇 〇 〇 16

武道
【知識及び技能】
　相手の動きの変化に応じた基本動
作から、得意技や連絡技・変化技を
用いて、素早く相手を崩して投げた
り、抑えたり、返したりするなどの
攻防をすることができるようにす
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　生涯にわたって運動を豊かに継続
するための自己や仲間の課題を発見
し、合理的、計画的な解決に向けて
取り組み方を工夫するとともに、自
己や仲間の考えたことを他者に伝え
させる。
【学びに向かう力、人間性等】
　武道に主体的に取り組むととも
に、相手を尊重し、礼法などの伝統
的な行動の仕方を大切にしようとす
ること、役割を積極的に引き受け自
己の責任を果たそうとすること、一
人一人の違いに応じた課題や挑戦を
大切にしようとすることなどや、健
康・安全を確保することができるよ
うにする。
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合計

78

体育理論
【知識及び技能】
　各ライフステージと併せてライフ
スタイルに応じた継続の仕方を工夫
する必要があり、それらの特徴や条
件に応じて、無理なくスポーツを継
続するための見通しをもつことが大
切であることや、誰もがスポーツに
親しむことのできる社会を支援する
スポーツ推進の施策があることなど
について理解させる。
【思考力、判断力、表現力等】
　豊かなスポーツライフの設計の仕
方について、課題を発見し、よりよ
い解決に向けて思考し判断するとと
もに、他者に伝えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
　豊かなスポーツライフの設計の仕
方についての学習に主体的に取り組
もうとする態度を身につけさせる。

〇豊かなスポーツライフの設計
　1．生涯スポーツの見方・考え方
　2．ライフスタイルに応じたス
ポーツ
　3．スポーツを推進する取り組み
　4．豊かなスポーツライフの創造

〇教材
・教科書、プリント

〇一人１台端末の活用
・課題の配信と提出。
・資料映像の視聴。

【知識・技能】
　各ライフステージと併せてライフスタイル
に応じた継続の仕方を工夫する必要があり、
それらの特徴や条件に応じて、無理なくス
ポーツを継続するための見通しをもつことが
大切であることや、誰もがスポーツに親しむ
ことのできる社会を支援するスポーツ推進の
施策があることなどについて理解している。
【思考・判断・表現】
　豊かなスポーツライフの設計の仕方につい
て、課題を発見し、よりよい解決に向けて思
考し判断するとともに、他者に伝えようとし
ている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　豊かなスポーツライフの設計の仕方につい
ての学習に主体的に取り組もうとしている。

〇 〇 〇

〇ニュースポーツ
・ゴールボール
・ボッチャ
・キンボール

【知識・技能】
　勝敗を競ったりチームや自己の課題を解決
したりするなどの多様な楽しさや喜びを味わ
い、技術などの名称や行い方、体力の高め
方、課題解決の方法、競技会の仕方などを理
解するとともに、作戦や状況に応じた技能で
仲間と連携しゲームを展開することができ
る。
【思考・判断・表現】
　生涯にわたって運動を豊かに継続するため
のチームや自己の課題を発見し、合理的、計
画的な解決に向けて取り組み方を工夫すると
ともに、自己やチームの考えたことを他者に
伝えようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　勝敗を競ったりチームや自己の課題を解決
したりするなどの多様な楽しさや喜びを味わ
い、技術などの名称や行い方、体力の高め
方、課題解決の方法、競技会の仕方などを理
解するとともに、作戦や状況に応じた技能で
仲間と連携しゲームを展開することができ
る。

〇 〇 〇 8
３
学
期

陸上競技
【知識及び技能】
　自らペース変化のあるペースを設
定して走ったり、仲間のペースの変
化に応じて走ったりできるようにす
る。
【思考力、判断力、表現力等】
　生涯にわたって運動を豊かに継続
するための自己や仲間の課題を発見
し、合理的、計画的な解決に向けて
取り組み方を工夫するとともに、自
己や仲間の考えたことを他者に伝え
させる。
【学びに向かう力、人間性等】
　陸上競技に主体的に取り組むとと
もに、勝敗などを冷静に受け止め、
ルールやマナーを大切にしようとす
ること、役割を積極的に引き受け自
己の責任を果たそうとすること、一
人一人の違いに応じた課題や挑戦を
大切にしようとすることなどや、健
康・安全を確保することができるよ
うにする。

〇持久走
〇シャトルラン

【知識・技能】
　自らペース変化のあるペースを設定して
走ったり、仲間のペースの変化に応じて走っ
たりできる。
【思考・判断・表現】
　生涯にわたって運動を豊かに継続するため
の自己や仲間の課題を発見し、合理的、計画
的な解決に向けて取り組み方を工夫するとと
もに、自己や仲間の考えたことを他者に伝え
ようとしている。
【主体的に学習に取り組む態度】
　陸上競技に主体的に取り組むとともに、勝
敗などを冷静に受け止め、ルールやマナーを
大切にしようとすること、役割を積極的に引
き受け自己の責任を果たそうとすること、一
人一人の違いに応じた課題や挑戦を大切にし
ようとすることなどや、健康・安全を確保す
ることができる。

〇 〇 〇 6

球技
【知識及び技能】
　勝敗を競ったりチームや自己の課
題を解決したりするなどの多様な楽
しさや喜びを味わい、技術などの名
称や行い方、体力の高め方、課題解
決の方法、競技会の仕方などを理解
するとともに、作戦や状況に応じた
技能で仲間と連携しゲームを展開す
ることができるようにする。
【思考力、判断力、表現力等】
　生涯にわたって運動を豊かに継続
するためのチームや自己の課題を発
見し、合理的、計画的な解決に向け
て取り組み方を工夫するとともに、
自己やチームの考えたことを他者に
伝えさせる。
【学びに向かう力、人間性等】
　球技に主体的に取り組むととも
に、フェアなプレイを大切にしよう
とすること、合意形成に貢献しよう
とすること、一人一人の違いに応じ
たプレイなどを大切にしようとする
こと、互いに助け合い高め合おうと
することなどや、健康・安全を確保
することができるようにする。



年間授業計画　様式

高等学校 令和８年度（３年選択用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 3 学年 選択

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

聞 読

話

[
や

]

話
[

発

]

書

○

本文の内容について読んだり，聞
いたりしたことを理解しているか
を筆記テストする。

○ ○ 1

定期考査 定期考査

○

○

1 英語を読み解く技能と運用能力
が向上したか
２ 授業に積極的に取り組んだか
３ 言語や文化に対する理解は深
まったか ○ ○ ○ 4

Ｄ 単元
【知識及び技能】
文の形・意味・用法を理解し
【思考力、判断力、表現力等】
相手が理解しやすく伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
自分の考えを伝え合おうとしてい
る。

・指導事項   Lesson 9
Fighting Plastic Pollution
海の豊かさを守る
・教材 教科書　プリント等
・一人１台端末の活用　等 ○ ○ ○ ○

○

1 英語を読み解く技能と運用能力
が向上したか
２ 授業に積極的に取り組んだか
３ 言語や文化に対する理解は深
まったか ○ ○ ○ 4

Ｃ　単元
【知識及び技能】
名詞を後ろから説明する分詞の理解
【思考力、判断力、表現力等】
表現を，適切に使っている。
【学びに向かう力、人間性等】
伝えようとしている。

・指導事項   Lesson 9
Fighting Plastic Pollution
海の豊かさを守る
・教材 教科書　プリント等
・一人１台端末の活用　等 ○ ○ ○ ○

○

1 英語を読み解く技能と運用能力
が向上したか
２ 授業に積極的に取り組んだか
３ 言語や文化に対する理解は深
まったか ○ ○ ○ 4

B 単元
【知識及び技能】
文の形・意味・用法を理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
相手が理解しやすいように伝えてい
る。
【学びに向かう力、人間性等】
伝えようとしている。

・指導事項   Lesson 9
Fighting Plastic Pollution
海の豊かさを守る
・教材 教科書　プリント等
・一人１台端末の活用　等 ○ ○ ○ ○

○

１ 英語を読み解く技能と運用能
力が向上したか
２ 授業に積極的に取り組んだか
３ 言語や文化に対する理解は深
まったか ○ ○ ○ 3

思 態

配
当
時
数

１
学
期

A 単元
【知識及び技能】
名詞を後ろから説明する分詞の理解
【思考力、判断力、表現力等】
表現を，適切に使っている。
【学びに向かう力、人間性等】
伝えようとしている。

・指導事項   Lesson 9
Fighting Plastic Pollution
海の豊かさを守る
・教材 教科書　プリント等
・一人１台端末の活用　等 ○ ○ ○ ○

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容

領域

評価規準 知

English Communication 1演習

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

[知識]教室で使う表現について，その使い方や
使う場面などを理解している。
[技能]教室で使う表現について，その使い方や
使う場面などを正しく認識し，適切に使うこと
ができる技能を身につけている

教室で使う表現について，その使い方や
使う場面などを正しく認識し，適切に
使っている。

教室で使う表現について，その使い方
や使う場面などを正しく認識し，適切
に使おうとしている。

All Abroad English Communication 1 東京書籍

外国語

【 知　識　及　び　技　能 】必要な情報を聞き取り，概要や要点を目的に応じて捉えたりすることができる。

基本的な語句や文を用いて，論理性に注意して話して伝え合ったりすることができる。

基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを話して伝えることができる。

外国語 English Communication 1演習

外国語 English Communication 1演習 1



合
計

39

○

本文の内容について読んだり，聞
いたりしたことを理解しているか
を筆記テストする。

○ ○ 1

定期考査 定期考査

○

○

1 英語を読み解く技能と運用能力
が向上したか
２ 授業に積極的に取り組んだか
３ 言語や文化に対する理解は深
まったか ○ ○ ○ 2

J 単元
【知識及び技能】
文の形・意味・用法を理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
自分の考えをまとめる
【学びに向かう力、人間性等】
伝え合おうとしている。

指導事項　Reading 2
The Wizard of Oz
教材 教科書　プリント等
・一人１台端末の活用

○ ○ ○ ○

○

1 英語を読み解く技能と運用能力
が向上したか
２ 授業に積極的に取り組んだか
３ 言語や文化に対する理解は深
まったか

○ ○ ○ 3

○ 1

３
学
期

I 単元
【知識及び技能】
The Wizard of Ozの内容を理解して
いる。
【思考力、判断力、表現力等】
気持ちを伝え合える。
【学びに向かう力、人間性等】
気持ちを伝え合おうとしている。

指導事項　Reading 2
The Wizard of Oz
教材 教科書　プリント等
・一人１台端末の活用

○ ○ ○ ○

4

定期考査 定期考査

○ ○

本文の内容について読んだり，聞
いたりしたことを理解しているか
を筆記テストする。

○

○ ○

1 英語を読み解く技能と運用能力
が向上したか
２ 授業に積極的に取り組んだか
３ 言語や文化に対する理解は深
まったか ○ ○ ○

1 英語を読み解く技能と運用能力
が向上したか
２ 授業に積極的に取り組んだか
３ 言語や文化に対する理解は深
まったか

○ ○ ○ 4

Ｈ 単元
【知識及び技能】
文の形・意味・用法を理解してい
る。
【思考力、判断力、表現力等】
自分の考えをまとめる
【学びに向かう力、人間性等】
伝え合おうとしている。

・指導事項  Lesson 10
Pigs from across the Sea
海の向こうからの贈り物
・教材 教科書　プリント等
・一人１台端末の活用 ○ ○ ○

○ ○ 4

Ｇ 単元
【知識及び技能】
関係代名詞を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
相手が理解しやすく伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
伝え合おうとしている。

・指導事項  Lesson 10
Pigs from across the Sea
海の向こうからの贈り物
・教材 教科書　プリント等
・一人１台端末の活用

○ ○ ○ ○ ○

4

Ｆ 単元
【知識及び技能】
関係代名詞を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
情報や考えを話したり書いたりす
る。
【学びに向かう力、人間性等】
伝え合おうとしている。

・指導事項  Lesson 10
Pigs from across the Sea
海の向こうからの贈り物
・教材 教科書　プリント等
・一人１台端末の活用 ○ ○ ○ ○ ○

1 英語を読み解く技能と運用能力
が向上したか
２ 授業に積極的に取り組んだか
３ 言語や文化に対する理解は深
まったか ○

○ ○

1 英語を読み解く技能と運用能力
が向上したか
２ 授業に積極的に取り組んだか
３ 言語や文化に対する理解は深
まったか ○ ○ ○

２
学
期

Ｅ 単元
【知識及び技能】
関係代名詞who, whichを用いた文の
形・意味・用法を理解している。
【思考力、判断力、表現力等】
相手が理解しやすく伝えている。
【学びに向かう力、人間性等】
伝え合おうとしている。

・指導事項  Lesson 10
Pigs from across the Sea
海の向こうからの贈り物
・教材 教科書　プリント等
・一人１台端末の活用 ○ ○ ○


